
(1)：スタート →プログラム →専門ソフト → Olyvia → Olyvia を起動

① ② ③ ④ ⑤① ② ③

④ ⑤

①

②

③

重要： 教育用コンピューターのIDとパスワードが必要です。

ログインして、下記の画面を出してください。



ここをクリック

(2)：Database のプルダウンメニューから Openをクリック



ここをクリック

(3)：Server を探すために … マークをクリック

クリック後、
1～2分待ちます。



①：まず、ここをクリック

②：次に、ここをクリック

(4)：Server を選択します。①、②と順にクリック

出席番号の最後が偶数の方は、
サーバーの２を使ってください。



(5)：Server を決定するために、OK をクリック

ここをクリック



(6)：順次、下記を入力します。そして、最後に OK をクリック

①： kyoto を入力

②： guest を入力

③： guest を入力

①

②
③

すべて小文字です。注意してください。

④：最後に、ここをクリック

④



default を選択します



Search View （検索画面）がでます。

この枠を少し下にドラッグすると見やすくなります。



総論を選択します。



①：総論で学ぶべき症例がすべてサムネール表示されます

②：観たいサムネールをクリックすると
標本の情報が表示されます。

③：観たいサムネールをダブルクリックすると
バーチャルスライドが開きます。



その他、種々の方法で、目的のスライドを呼び出せます。
①： File Name (診断名)
②： Slide bar code （標本番号に相当します）
③： 臓器名 （脳・神経, 肺, 腎臓 etc…）
④： 教員名(真鍋、松田、吉澤 etc…)
⑤： カテゴリ（正常、肉眼、総論、課題症例、感染症）
⑥： 臓器ごとのフォルダを表示

①

③
②

④
⑤

⑥



スライドはどこからでも勉強できます。
• http://vs.cas.med.kyoto-u.ac.jp/VS1/vs1.html

京大病院 病理診断部で検索して、下記を探す。

京大病理
実習はこ
の中


